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要 旨   

 

神経ペプチドホルモンであるオキシトシン（OXT）は、報酬、耐性、記憶、ストレス反応に関

連する適応プロセスにおいて重要な役割を果たしている。OXTは、脳の報酬系やストレス系と

の相互作用を通して、いくつかの精神神経疾患、特にアルコールや薬物依存症などの社会的統

合の変化を伴う疾患に関与することが知られている（Heilig et al.） そのため、アルコール

および薬物使用障害の治療のための潜在的な治療目標として、オキシトシン系への関心が高

まっている。現在までに蓄積された前臨床の証拠は、OXTの投与が耐性、感作、および離脱症

状の発現に影響を与え、多数のアルコール/薬物探索およびアルコール/薬物摂取行動を調節

することを示唆している。さらに，OXTはアルコールや薬物への慢性的な曝露の結果として生

じる神経適応を回復させることに役立つことを示唆する証拠がいくつかある。現在までに、ア

ルコールおよび薬物依存症患者を対象とした臨床研究はほんの一握りしか行われていない。

本レビューでは，アルコールおよび薬物に関連した行動に対する OXT 投与の効果に関する前

臨床および臨床の文献をまとめている。さらに，OXTと視床下部-下垂体-副腎軸および依存症

回路内の複数の神経伝達系との相互作用についても考察する。 

 

 


